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市
で
は
、
行
政
改
革
を
推
進
す
る
た
め

大
田
原
市
行
政
改
革
推
進
本
部
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、

行
政
の
ス
リ
ム
化
・
効
率
化
を
図
り
な
が

ら
多
様
な
行
政
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
き
ま

し
た
。

　

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
行
政
改
革
大
綱

の
計
画
期
間
が
平
成
22
年
度
で
終
了
す
る

こ
と
か
ら
、
本
市
の
行
政
改
革
の
方
針
を

示
す
と
と
も
に
市
民
と
行
政
が
協
働
し
て

行
政
改
革
を
推
進
す
る
た
め
「
第
２
次
大

田
原
市
行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
ま
し

た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
大
綱
は
、
公
募
委
員
お
よ
び

団
体
推
薦
委
員
で
構
成
す
る
行
政
改
革
推

進
委
員
会
へ
諮
問
を
し
、
そ
の
答
申
内
容

に
基
づ
き
策
定
し
た
も
の
で
す
。

　
大
綱
で
は
、
次
の
６
項
目
を
行
政
改
革

の
重
点
項
目
と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。

   

④ 

市
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り

（
２
）民
間
委
託
お
よ
び
指
定
管
理
者
制
度

　

の
導
入
推
進

　

民
間
委
託
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
含
め
た

　

民
間
の
手
法
等
を
活
用
し
、
市
民
へ
の

　

メ
リ
ッ
ト
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
民

　

間
委
託
費
用
と
市
の
直
営
費
用
と
の
相

　

互
比
較
、
費
用
対
効
果
も
見
定
め
な
が

　

ら
、
積
極
的
な
民
間
委
託
を
推
進
し
ま

　

す
。

　

ま
た
、
民
間
委
託
に
あ
た
っ
て
は
、
対

　

象
事
業
、
選
定
基
準
、
契
約
条
項
な
ど

　

の
透
明
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
個

　

人
情
報
の
保
護
や
守
秘
義
務
に
十
分
留

　

意
し
て
推
進
し
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
も
、

　

公
の
施
設
に
つ
い
て
最
も
適
切
な
運
営

　

主
体
を
検
討
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

　

上
と
施
設
運
営
の
効
率
化
を
図
る
た
め

　

積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

   

① 

保
育
園
民
間
委
託
等
の
推
進

   

② 

火
葬
場
の
火
葬
業
務
の
民
間
委
託

   

③ 

ピ
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
へ
の
指
定
管
理
者

　
　

制
度
の
導
入

   

④ 

学
校
給
食
調
理
業
務
の
民
間
委
託

（
１
）窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　

住
民
の
利
便
性
の
向
上
の
た
め
に
常
に

　

住
民
と
接
す
る
窓
口
職
員
の
接
遇
を
徹

　

底
し
、
縦
割
り
行
政
の
是
正
や
ワ
ン
ス

　

ト
ッ
プ
窓
口
の
導
入
等
に
よ
り
窓
口
サ

　

ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

   

① 

業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

（
２
）情
報
化
の
推
進

　

庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
活
用
に
よ
る
事
務
処
理

　

の
迅
速
化
や
電
子
申
請
受
付
シ
ス
テ
ム

　

の
導
入
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
情
報
化
を
推
進
し
な
が
ら
も
、

　

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
個
人
情

　

報
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
と
セ
キ
ュ

　

リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
を
推
進
し
ま
す
。

   

① 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
有
効
利
用
の
促
進

   

② 

電
子
申
告
の
普
及
推
進

（
３
）事
務
事
業
の
見
直
し

　

事
務
事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も

　

見
直
し
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
限
ら
れ

　

た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
、
市
民
一
人

　

ひ
と
り
の
幸
せ
感
向
上
の
た
め
、
市
民

　

参
加
に
よ
る
事
業
仕
分
け
を
行
い
、
そ

　

の
結
果
を
参
考
に
し
て
事
務
事
業
を
見

　

直
し
て
い
き
ま
す
。

   

① 

市
民
参
加
に
よ
る
事
業
仕
分
け（
市

　
　

民
評
価
）の
実
施

   

② 

レ
セ
プ
ト
点
検
の
充
実
強
化

（
１
）定
員
管
理
の
適
正
化

　

職
員
の
大
量
退
職
の
時
期
を
迎
え
て
い

　

る
た
め
、
組
織
機
構
を
継
続
的
に
見
直

　

し
、
平
成
22
年
度
に
策
定
し
た
定
員
適

　

正
化
計
画
に
基
づ
き
、
職
員
の
計
画
的

　

な
採
用
を
行
う
な
ど
、
適
正
な
定
員
管

　

理
を
進
め
て
い
き
ま
す

   

① 

定
員
適
正
化
計
画
に
よ
る
定
員
管

　
　

理

（
２
）人
材
の
育
成
と
意
識
改
革

　

効
率
的
に
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

　

提
供
す
る
た
め
、
今
ま
で
以
上
に
専
門

　

的
な
知
識
・
技
術
の
習
得
や
政
策
形
成

　

能
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
自
ら

　

の
担
当
業
務
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
周

（
１
）市
民
と
の
協
働
と
市
民
参
画
の
し
く

　

み
づ
く
り

　

本
市
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
広
範
な
市
民

　

活
動
に
支
え
ら
れ
た
ま
ち
づ
く
り
が
行

　

わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
安
心
し

　

て
暮
ら
せ
る
大
田
原
市
を
築
く
た
め
、

　

ま
た
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
や

　

業
務
の
効
率
化
を
実
現
す
る
た
め
に
、

　

市
民
が
自
ら
の
責
任
で
自
ら
行
う
べ
き

　

役
割（
自
助
）、
地
域
や
民
間
の
組
織

　

が
協
力
し
て
行
う
べ
き
役
割（
互
助
）

　

お
よ
び
行
政
が
担
う
べ
き
役
割（
公
助
）

　

と
そ
の
責
任
を
明
確
化
し
、
市
民
と
の

　

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま

　

す
。

   

① 

自
主
防
災
組
織
の
推
進

   

② 

特
定
健
康
診
査
受
診
、
が
ん
検
診
率

　
　

の
向
上

   

③ 

道
路
里
親
制
度
の
推
進

津久井本部長（市長）に答申書
を手渡す行政改革推進委員会
の下鳥会長（１月26日）

３　

効
率
的
な
執
行
体
制
の
確
立

２　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

１　

自
助
、
互
助
、
公
助
の

　

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

重
点
項
目

第
２
次
大
田
原
市
行
政
改
革
大
綱
の
概
要

第
２
次
大
田
原
市
行
政
改
革
大
綱
の
概
要

重
点
項
目
の
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容

１　

自
助
、
互
助
、
公
助
の
ま
ち
づ

　

く
り
の
推
進

２　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

３　

効
率
的
な
執
行
体
制
の
確
立

４　

行
政
体
制
の
見
直
し

５　

持
続
可
能
な
財
政
構
造
の
確
立

６　

公
営
企
業
等
の
経
営
健
全
化
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辺
業
務
に
も
多
面
的
・
機
動
的
に
対
応

　

で
き
る
職
員
の
育
成
や
個
々
の
職
員
の

　

意
欲
を
向
上
さ
せ
る
取
り
組
み
を
進
め

　

て
い
き
ま
す
。

   

① 

多
様
な
人
材
の
確
保
、
育
成
の
た
め

　
　

の
研
修
体
系
の
確
立

（
１
）組
織
機
構
の
見
直
し

　

地
方
分
権
に
よ
る
新
た
な
行
政
課
題
、

　

多
様
化
す
る
市
民
の
行
政
ニ
ー
ズ
へ
の

　

対
応
や
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

　

く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
組
織
機
構
づ

　

く
り
を
行
う
と
と
も
に
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・

　

ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
の
方
針
に
基
づ
き
、
行

　

政
の
ス
リ
ム
化
を
目
指
し
つ
つ
柔
軟
か

　

つ
合
理
的
な
組
織
の
構
築
を
行
い
ま
す
。

   

① 

組
織
機
構
の
見
直
し

（
２
）外
郭
団
体
の
見
直
し

　

公
益
法
人
制
度
改
革
に
よ
り
、
財
団
法

　

人
等
は
公
益
法
人
に
な
る
か
一
般
法
人

　

に
な
る
か
を
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
こ

　

と
か
ら
、
業
務
内
容
の
検
討
を
行
い
、

　

財
団
法
人
等
の
統
合
も
含
め
法
人
の
あ

　

り
方
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

   

① 

公
益
法
人
制
度
改
革
の
推
進

（
１
）財
政
健
全
化
の
推
進

　

今
後
も
厳
し
い
財
政
運
営
が
見
込
ま
れ

　

る
た
め
、
中
期
的
な
視
点
に
立
ち
計
画

　

的
な
財
政
運
営
を
行
い
、
財
政
の
健
全

　

化
を
推
進
し
ま
す
。

   

① 

財
政
健
全
化
の
推
進

（
２
）歳
入
の
確
保

　

地
方
公
共
団
体
が
行
政
活
動
の
自
主
性

　

を
発
揮
し
自
立
性
を
高
め
る
に
は
、
安

　

定
し
た
財
源
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
こ

　

と
か
ら
、
住
民
負
担
の
公
平
の
確
保
、

　

受
益
者
負
担
の
原
則
に
従
い
、
財
源
を

　

見
直
し
歳
入
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

○
市
税
等
の
徴
収
率
の
向
上

　

市
税
、
国
民
健
康
保
険
税
等
は
、
地
域

　

経
済
の
低
迷
、
企
業
の
リ
ス
ト
ラ
、
倒

　

産
な
ど
の
厳
し
い
納
税
環
境
下
に
あ
る

　

な
か
で
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
な
ど
納
税
者

　

の
利
便
性
を
図
り
な
が
ら
、
自
主
財
源

　

の
確
保
に
努
め
ま
す
。

   

① 

市
税
等
の
徴
収
率
の
向
上

○
使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し

　

受
益
者
負
担
の
原
則
に
従
い
、
適
正
な

　

使
用
料
・
手
数
料
に
つ
い
て
原
価
計
算

　

方
式
に
よ
り
見
直
し
ま
す
。

○
広
告
事
業
に
よ
る
税
外
収
入
の
確
保

　

市
広
報
紙
へ
の
広
告
掲
載
や
バ
ナ
ー
広

　

告
な
ど
に
よ
り
、
税
外
収
入
の
確
保
に

　

努
め
ま
す
。

   

① 

広
告
事
業
に
よ
る
税
外
収
入
の
確
保

（
３
）歳
出
の
抑
制

○
経
費
の
節
減

　

事
業
仕
分
け
を
導
入
し
、
事
業
の
効
率

　

的
・
効
果
的
な
経
営
を
行
う
と
と
も
に
、

　

人
件
費
・
物
件
費
・
扶
助
費
な
ど
の
経

　

常
経
費
に
つ
い
て
総
点
検
を
し
て
見
直

　

し
を
行
い
、
経
費
を
節
減
し
ま
す
。

   

① 

三
役
の
給
与
カ
ッ
ト

   

② 

管
理
職
手
当
、
時
間
外
勤
務
手
当
の

　
　

削
減

   

③ 

経
費
削
減
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
推
進

○
補
助
金
等
の
整
理
合
理
化

　

す
べ
て
の
市
補
助
金
に
つ
い
て
補
助
期

　

限
を
設
定
し
、
補
助
対
象
事
業
、
補
助

　

金
の
額
、
補
助
率
な
ど
を
検
証
し
、
必

　

要
不
可
欠
と
認
め
ら
れ
る
事
業
に
対
し
、

　

適
正
な
補
助
金
を
交
付
し
て
い
き
ま
す
。

（
４
）適
正
な
財
産
管
理

　

市
有
財
産
に
つ
い
て
は
、
市
民
ニ
ー
ズ

　

も
踏
ま
え
な
が
ら
、
公
共
・
民
間
を
含

　

め
た
財
産
の
有
効
活
用
を
図
り
、
将
来

　

に
お
い
て
も
利
活
用
計
画
の
な
い
財
産

　

に
つ
い
て
は
、
民
間
へ
の
払
い
下
げ
を

　

含
め
て
検
討
し
、
効
果
的
に
処
分
し
ま
す
。

   

① 

市
有
財
産
の
有
効
活
用

　

上
下
水
道
の
地
域
拡
大
に
よ
り
、
特
別

　

会
計
等
の
経
営
基
盤
を
強
化
し
、
経
営

　

状
況
お
よ
び
料
金
対
象
経
費
を
的
確
に

　

把
握
し
、
施
設
の
統
廃
合
、
経
費
削
減
等

　

に
よ
る
経
営
の
健
全
化
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
提
供
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス

　

の
必
要
性
を
検
証
し
、
民
間
委
託
の
推

　

進
、
事
務
事
業
の
見
直
し
を
進
め
る
と

　

と
も
に
、
民
間
的
経
営
手
法
の
積
極
的

　

な
導
入
に
努
め
ま
す
。

   

① 

下
水
道
使
用
料
等
の
徴
収
率
の
向
上

   

② 

水
道
水
の
効
率
的
な
利
用

   

③ 

水
道
料
金
の
徴
収
率
向
上

●
年
度
別
実
施
計
画
の
策
定

　

行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
年
度
別
の

　

具
体
的
な
取
り
組
み
事
項
を
「
行
政
改

　

革
実
施
計
画
」
に
ま
と
め
、
計
画
的
に

　

行
政
改
革
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

●
行
政
改
革
に
対
す
る
助
言
と
提
言

　

公
募
委
員
お
よ
び
市
内
団
体
推
薦
委
員

　

で
構
成
す
る
大
田
原
市
行
政
改
革
推
進

　

委
員
会
か
ら
、
市
の
行
政
改
革
の
取
り

　

組
み
に
対
し
て
助
言
お
よ
び
提
言
を
い

　

た
だ
き
、
行
政
改
革
を
積
極
的
に
進
め

　

て
い
き
ま
す
。

●
実
績
の
公
表

　

年
度
ご
と
の
行
政
改
革
の
進
捗
状
況
に

　

つ
い
て
、
大
田
原
市
行
政
改
革
推
進
委

　

員
会
や
市
議
会
な
ど
へ
報
告
す
る
と
と

　

も
に
、
市
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り

　

積
極
的
に
市
民
の
皆
様
に
公
表
し
ま
す
。

●
成
果
の
反
映

　

行
政
改
革
の
成
果
や
実
績
に
つ
い
て
は
、

　

平
成
23
年
度
以
降
の
施
策
に
反
映
し
て

　

い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

行
政
改
革
推
進
課
行
政
改
革
担
当

　
　
　
（
２
３
）１
３
８
９

　

２
月
15
日
号
で
登
録
の
お
願
い
を
し
ま

し
た
「
大
田
原
市
安
全
安
心
メ
ー
ル
」の

登
録
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
お
よ
び
二
次
元
バ

ー
コ
ー
ド
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。

●
登
録
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
　

 m
ail@
ohtaw

ara-anzen.jp

●
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
地
域
安
全
安
心
担
当

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
２

４　

行
政
体
制
の
見
直
し

５　

持
続
可
能
な
財
政
構
造
の
確
立

６　

公
営
企
業
等
の
経
営
健
全
化

【
お
詫
び
と
訂
正
】

実
効
あ
る
改
革
と
す
る
た
め
に
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